
  

 
 
 

 
 
 
 

 
 

内容：パソコンに関する疑

問にお答えします。 

日時：第３金曜日 

１０時００分～１２時００分 

※受付は毎回１０時００分～ 

１０時３０分まで 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１９２ 

令和７年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 13,984 世帯数 7,013  

令和 7 年 2 月 1 日現在 

３月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 
 
内容：基本操作、ワード基礎編、

エクセル基礎編 
日時：第１・２・４・５金曜日 
   １０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月３日（月）～ 

３月２４日（月）まで 
開講式：４月１１日（金） 

 
 
内容：ワード応用編 

エクセル応用編 
日時：毎週火曜日  

１０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月３日（月）～ 

３月２４日(月)まで 
開講式：４月１日（火） 

  

 

  

 

 
大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

 

要申込

要申込

申込不要
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【おおとし見守り隊とは】 
おおとし見守り隊は、大歳地域の子どもたちや高齢の方などを危険から守るため、地域が一体と

なり見守り活動を行い、事故や犯罪のない明るい地域の実現を目指します。 
 
【主な活動】 
①児童の通学時等の安全を確保するための交通安全活動 
②高齢者などの日常生活時の安全確保のための生活安全活動 
 
【問い合わせ・申込先】 
 大歳まちづくり協議会 
 ＴＥＬ ９２０－１７００ 

 

新入学児童との対面式  

見守り風景  

食生活改善推進協議会  

詳しくはこちら 

お知らせ

お知らせ
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【大歳地区   ３月の行事 の予定】 

 

２日(日) センター定期利用団体清掃と会議（8：３0～） 

３日(月) 燃やせないごみの日 

９日(日) 大歳小学校体育館清掃（8：00～） 

１２日(水） 母推さんの子育て応援講座（10：00～11：00） 

１３日(木) 金属・小型家電製品の日 

１４日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１５日(土) みんなの広場（13:30～15:30） 

 

１９日(水) びん・缶の日 

       大歳小学校卒業式 

２１日(金) パソコン相談(受付 10:00～10:30) 

２７日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２８日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

３１日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

 

 

≪実施日≫ 

令和７年３月１３日（木）  

お知らせ

お知らせ

要申込
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大歳のエトセトラ 135 

草刈先生の手記「大歳様のうわさ話について」より 

 昨年 11 月の大歳まつりで、史談会では「大歳さまと大歳～大歳地名由来考」というテーマでパネル

を展示しました。作成にあたり、元大歳小学校教諭の草刈一郎先生（在任期間：昭和 28～34 年）の書

かれた手記をおおいに参考にさせて頂きました。戦中戦後生まれの方には先生の厳しいご指導が記憶に

ある方もおられるかと思います。着任にあたり先生は、以前大歳小におられた別の先生から大歳地区に

ついての予備知識も与えられました。その中に大歳様のうわさ話というものがあったそうです。 

（当時の）理科室から 10ｍばかり離れた場所に「大歳様」という祠がある。この神様はもと校庭にあっ

たことから、しぜんと子どもたちはそのまわりで遊んでいた。大歳様は子どもたちに身近な存在であり、

いつしか地域の人々は大歳様のことを「子どもの神様」と考えるようになった。ところが何度かの校舎

増築にともない大歳様は敷地外に移され、その頃から修学旅行や運動会で雨天が続き、はては校舎の増

築工事に関係した方が続けて亡くなるなど大歳小のまわりで大小の災難が続いて起こった。「大歳様が

校地の外においやられて寂しがっておられる。これは大歳様のたたりに違いない」といううわさが地域

に広まっている。 

これを聞いた草刈先生は、事故や災難を大歳様に結びつけて考えるというのは全く馬鹿げた話で、ま

た仮に大歳様が本当に子どもの好きな神様であれば、子どもたちが楽しみにしている運動会や遠足で雨

を降らせるわけがないと一笑に付されたそうです。 

折しも草刈先生が赴任されたその年、大歳小では松岡留治先生が新しく校⾧に就任され、文部省のモ

デル校舎指定を受けた新しい校舎の増築に情熱を注いでおられました。新校舎の計画は県下でも一、二

を争う立派なもので、中でも図書室は校⾧いわく「少なくとも関西一」だったそうです。ところが、こ

の松岡校⾧が新しい校舎の完成を待たず急死されました。続いて学校関係者の事故死も起こり、これを

大歳様のたたりと結びつけて考える嫌なうわさがいっそう広まりました。草刈先生はこれをたいへん危

惧し、このうわさ話が生まれた経緯を調べるため地区住民に話を聞いてまわりました。そうして判明し

た、大歳様に関係する言い伝えや校舎増築と大歳様移転のいきさつなどをご自身の見解とあわせて手記

にまとめ、ガリ版（謄写版）印刷した冊子を地域の方に配布されたので

す。この手記の中で、前提としてご自身も大歳様が子どもの神様という

考えは微笑ましく感じ、大歳様の存在自体を非科学的と否定するもので

はないとしたうえで、「くだらない迷信や流言飛語に子ども達が巻き込

まれてはならないし、暗い話は大歳地区から追い出さなくてはならない」

と強く述べておられます。 

昭和 22 年に教育基本法が公布され、28 年はその具体的な実現に向けて

さらなる一歩を踏み出そうという年でした。大歳地区においても、子ど

もたちには新しい校舎でよりよい知識を学び、不確かな情報に惑わされ

ることなく正しい見識に基づいて自分の考えで判断する力をつけてほし

い、そうした教育に大歳小の若い先生方が情熱を傾けた時代があったの

だと想像します。かたや戦後 80 年が経ちましたがメディアや SNS 上の

新しい「うわさ話」が蔓延する今、次の時代を担う子供たちにはどうか正しい判断力を身につけてほし

いと願い、あらためて草刈先生の手記から学びたいと感じました。 

参考資料：「大歳小百年史」、草刈先生手記「大歳様のうわさ話について」（文責：大歳史談会 竹田暁子） 

 
下湯田の「大歳様」  


